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週の始まりの曜日を設定する
週の始まりを日曜日または月曜日に設定できま
す。設定内容は以下の画面に反映されます。
- 待受画面、スケジュールのカレンダー表示画面
- アラーム、スケジュール休日設定などの曜日選択画面

1 メインメニューから （メニュー）→
［機能／設定］→［画面設定］→［週の
始まり］を選択

2［月曜始まり］または［日曜始まり］を
選択

プライバシー

さまざまな制限の設定やロックNo.の変更、au IC
カードの設定を変更できます。また、各種機能の
設定や登録内容をお買い上げ時の状態に戻すこと
もできます。

ロックNo.を変更する

機能の設定を行うときやロックを解除するときな
どに使用するロックNo.を変更します。
お買い上げ時は「1234」に設定されています。

1 メインメニューから （メニュー）→
［機能／設定］→［プライバシー］→
［ロックNo.変更］を選択

2 現在のロックNo.を入力
3 新しいロックNo.を入力→［はい］を
選択

発番号通知の設定をする

電話をかけたときにお客様の電話番号を相手に通
知する／しないを設定します。詳しくは「発信番
号表示サービス」（P.255）をご参照ください。

1 メインメニューから （メニュー）→
［機能／設定］→［プライバシー］→
［発番号通知］を選択
［ON］：電話番号を通知する
［OFF］：電話番号を通知しない

2［ON］または［OFF］を選択
zお知らせ

• 発番号通知の設定にかかわらず、電話番号の前に
「186」または「184」を付けてダイヤルすると、1回
の電話ごとに通知をする／しないを選択できます。

• アドレス帳に「186」または「184」を付けて電話番
号を登録したときは、発番号通知の設定にかかわらず
アドレス帳の登録が優先されます。

• 発番号通知を設定した場合、発信時の画面や発信履歴
には「186」または「184」は表示されません。

•［ON］に設定していても、［発信番号表示サービス］
（P.255）の契約内容が非通知の場合は、お客様の電話
番号を相手に通知しません。番号が通知されない場合
は、auお客様センターに電話してサービスをお申し込
みください。

アクセスを制限する

他の人が勝手に発信したり、使用したりしないよ
う、アクセスを制限します。また、W32Sの機能
やシークレット登録されている内容の制限もでき
ます。アクセス制限中は、ロックNo.を入力しな
いと機能を使用できません。

1 メインメニューから （メニュー）→
［機能／設定］→［プライバシー］→
［アクセス制限］を選択

2 各項目を設定
オートロック／ダイヤル制限／アドレス帳制限／

メール制限／EZweb制限／EZアプリ制限／

シークレットモード
［オートロック］：W32Sの機能の使用を制限
［ダイヤル制限］：番号キーを使っての発信や各履

歴からの発信を制限
［アドレス帳制限］：アドレス帳やペア機能の

使用を制限
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■アクセス制限設定時の操作
○：アクセスできます。
×：アクセスできません。

直接入力での
発信
スピードダイ
ヤル
アドレス帳、
ペア機能の
起動／参照
履歴の起動／
参照
プロフィール、
スケジュール、
ガイド機能、E
メール、Cメー
ル、EZwebな
どからの発信
Eメール／C
メールの起動
EZwebの起動
EZアプリの
起動（FeliCa
対応EZアプ
リ含む）
EZチャンネ
ルの自動更新
Packet／ASYNC／
FAX通信

ダイヤル
制限

×

○

○

×

×

○

○

○

○

×

アドレス
帳制限

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

メール
制限

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

EZアプリ
制限

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

EZweb
制限

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

［メール制限］：EメールおよびCメールの機能の使
用を制限

［EZweb制限］：EZwebの機能の使用を制限
［EZアプリ制限］：EZアプリの起動を制限
［シークレットモード］：アドレス帳、スケジュール

にシークレット登録されている内容表示を制限
（P.55、P.91）

①ロックNo.を入力→[ON]または[OFF]を選択

•［オートロック］を設定した場合、待受画面に が表示
されます。本体を開いていずれかのキーを操作し、ロッ
クNo.を入力すると、一時的に解除できます。一時的
に解除しても、［アクセス制限］の［オートロック］で
［OFF］に設定するまで、電源を入れるたびにロックさ
れます。

• オートロック中にできる操作は以下のとおりです。
待ち受け時
- 110（警察）、119（消防・救急）、118（海上保安
本部）への緊急呼発信

- オートロック解除のためのロックNo.入力
- アラームなどタイマーで動作する機能
- 電源オフ
着信時
- 応答保留
- 着信音量調節
- T またはマイク付イヤホンのスイッチによる応答
通話時
- 受話音量調節
- 終話

• 緊急呼発信のときは、ダイヤルするとロックNo.入力
画面が表示されますが、そのままTを押すと発信でき
ます。

• ダイヤル制限中でも、110（警察）、119（消防・救
急）、118（海上保安本部）への緊急呼発信はできます。

• アドレス帳制限中に、登録されている電話番号から着
信があった場合、名前が表示されず着信履歴にも名前
が表示されません。

• メール制限中でも、メールは受信します。

遠隔オートロック

他の電話機から遠隔操作でW32Sのオートロック
とFeliCaロックを設定。
あらかじめ登録した電話番号から指定した時間内に
設定した回数の電話をかけると設定されます。
• 発信元は3件まで登録できます。
①ロックNo.を入力
② [設定]→[ON]または[OFF]を選択

[OFF]を選択した場合は、手順⑥に進みます。
③ [指定時間]を選択→jで最初の着信から設定した
回数分の着信があるまでの制限時間を入力→
P（決定）

1分～10分の範囲で入力できます。
④ [着信回数]を選択→jで遠隔オートロックを起動
させるための着信回数を入力→ P（決定）

3回～10回の範囲で入力できます。

⑤ [発信元]→遠隔オートロックをかける際に使用す
る電話番号を入力
［アドレス帳から］：アドレス帳から選択
［履歴から］：発信／着信履歴から選択
［直接入力］：電話番号を入力

［公衆電話］：公衆電話を設定

⑥e（完了）
• W32Sの電源が入っていなかったりサービスエリア外
の場所にW32Sがある場合は遠隔オートロックは実行
できません。

• [発信元]の電話番号を着信拒否（P.52、P.106）した
場合や、お留守番サービス（P.246）や着信転送サー
ビス（P.251）で転送した場合も、不在着信としてカ
ウントされます。

• 複数の[発信元]を登録している場合も、不在着信の回
数は登録している電話番号ごとにカウントされます。

• すでに[オートロック]が設定されている場合でも[遠隔
オートロック]を実行すると[オートロック]と[FeliCa
ロック]が設定されます。

• 遠隔オートロックを実行するとFeliCa ロックの［ク
イック解除］は［OFF］に設定されます。

FeliCaロック

EZ FeliCaの使用を制限。キー操作によるFeliCa
ロック解除設定と解除コードの変更（P.154）。


